

























































































































































































上原　 学園紛争が一番激しかった時期で， 1 年の時は授業も試験も，「粉砕」の名のもと，ほ
とんど行われませんでした。
田中　 そこは 1 年の違いが大きくて，70年は紛争の質が変化したこともあり，学内での議論
は自由にできましたし，授業もかなり再開されていましたね。
　　　 でも，やはりそうした環境の中で社会問題に対して目覚めたということはありますが。
……中略……
上原　 いま思うと，そんなさなかの法政の先生方は素晴らしかった。集会で，学生に激しく追
及されながら，毅然と答えていらした当時の中村哲（なかむらあきら）総長を思い出し
ます。あの姿が，法政の伝統的な精神を表していたんでしょうね。
田中　 私もその場にいました。当時は反発を感じるところもありましたが，きちんと反応して
くれたからこそ私たちが考えるきっかけになった。そういう体験をたくさんさせてくれ
た 4 年間でしたね。13
　彼女にとって､ 心置きなく本を読めて，知的刺激に満ちていた学問の場としての大学は，同時に，
大教室に多くの学生が詰めかけ，総長と対峙して大学問題，社会問題を厳しく論じ合う緊張感ある
場でもあった。
　大学が，時の社会問題と切っても切り離せず，学生・教員も，大学にありながら社会のただ中に
ある，そのような場で，学生たちは学問にふれた。
　前節までに記した，彼女が入学以来学んでいったことを，本稿では暫定的表現として，学問の連
12 「法政ミュージアム　Vol.008　学問の府の自治・自由を堅持 ～15年にわたり総長を務めた中村哲～」
広報誌『法政』2019年11・12月号 
 https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/daigaku_shi/museum/2019/200225/
13 HOSEIオンライン「問題に無関心でいることはできない，学び続け，戦い続けることの大切さ」
2015.7.1 公開 https://yab.yomiuri.co.jp/adv/hosei/voice/vol11.php
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大学とはなにか？～ある女子学生の学びの軌跡から
関性とコミュニティ，自分ごととしての学問，未完の方法をもつ学問，とした。学生たちが学問と
大学のなんたるかをこのようにつかむことができた背景には，当時の（法政）大学における学問が，
社会のただ中葛藤し続ける教員・学生が生み出し，社会現場の生々しい格闘の一部となる学問であ
ったからこそであろう。
　学問とはなにか，大学とはなにかを，論として学ぶのではない。時代のヒリヒリする緊張感を人
として生き抜くなかで，彼女たちは，学問や大学と現実社会の密接不可分性を「身をもって」学ん
だのだろうと想像する。それは言い換えれば，彼女が学んだ法政大学は，社会における格闘と密接
不可分な学問を，身をもって学ぶことができる，自由で開かれた言論と探究の場であったというこ
とでもあろう。
　法政大学の学問の個性（学風）については，それ以前から以下のような言及がある。14
「ジャーナリズムに人気のあることは，何も学者として必須の条件ではないが，停滞すること
なき時代感覚と，進歩的な批判精神の故にジャーナリズムに迎えられるのである。（平岩八郎
「進歩的な批判精神　法政の学風と教授気質」雑誌『法政』3-12，1954）
「もともと学問は真理の追及を目的とし，めさきの実用に有効に役立つと同時に，時にめさき
の実用を超えまたは実用に反してさえ自由な研究を行うものであるが，法政大学はこの両者の
側面を自由な仕方で包摂しつつ法政的学風と呼ばるべき独自な伝統をつくりだした」（小田切
秀雄「法政大学の歴史（一）学風の形成」雑誌『法政』7-11，1958）
「われわれは東京大学や慶応大学や，早稲田大学のように，大きい閥をもたないということは
かえって幸いであるかもしれません。なぜならばわれわれこそとらえられた自由ではなくして，
より完全な自由をもち，訓練を自らに課することができるからであります。」（大内兵衛「法政
大学への遺言」，雑誌『法政』8-5，1959）
「反権威というほどきつくないけれども在野精神というか，アカデミズムに対するジャーナリ
ズムみたいなものはある程度流れている。」（座談会「生きている闊達の気風」乾孝発言，雑誌
『法政』13－12，1964）
　なにものにもとらわれない自由で進歩的な批判精神をもち，アカデミズムの伝統を鵜呑みにしな
い在野（ジャーナリズム）精神をもつ，そうした独特な学問のあり方は，戦前から戦後への長い時
間を経て，法政大学に蓄積されていた。そしてそれが1970年代前後の法政大学で学ぶ学生たちに
14 ブランディング・プロセスサイト「法政大学の伝統」より抜粋引用
 https://www.hosei.ac.jp/kyoshokuin/brandingprocess/entry/stage2_01/
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とっての学問の土壌になった。
　後年彼女は，大学総長として大学憲章の制定に関わる。法政大学の個性や文化を探索する1年半
に及ぶ検討を経て，2016年に制定された憲章では，そのタイトルを「自由を生き抜く実践知」と
した。
　制定直後の2016年入学式で，彼女はこの憲章について新入生に語りかけている。
「自由を生き抜く実践知」とは何でしょうか？
ここでいう自由とは，権威や組織やまわりの空気に寄りかからず，自分の力で考え，その考え
にもとづいて自分を律して生きることです。
実践知とは，単に実際に役立つ知識という意味ではなく，社会的に価値あるものに向かって，
それぞれの現場で発揮する知性のことです。
　そして，このように続けている。
私は46年前，先生方の自由な学風や，社会と向き合う真剣な姿勢を知って，法政大学に入学
しました。大学は単に勉強するだけのところではありません。世界を知り，社会の課題と向き
合い，自らの考える力を伸ばす場所です。法政大学はまさにそういう大学でした。15
　社会と真剣に向き合う学問が，緊張感をもって，そして自由闊達に，生み出される場としての大
学，ある女子学生が身をもって学んだ学問・大学を，これからは私たちが，そして学生たちが引き
継ぎ，育てていく。
15 2016年法政大学入学式総長式辞
 https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/socho/message/160403/
